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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルシウム代謝またはカルシウムシグナリングに関連した疾患を処置するための、キチ
ンおよびポリペプチド（Ｐｐ）から本質的になる有機物質（Ｏｍ）と微細混合された炭酸
カルシウム（ＣａＣＯ３）を含む医薬製剤であって、前記Ｏｍおよび前記ＣａＣＯ３は１
／１０から３／１０までの比率で存在しており、前記Ｐｐおよびキチンは１／１００から
１／１０までの比率で存在していて、前記疾患は疼痛、増殖性疾患、神経障害、免疫障害
、心臓血管疾患、肺疾患、栄養障害、生殖障害、筋骨格障害および歯科障害からなる群か
ら選択される疾患医薬製剤。
【請求項２】
　甲殻類の胃石または他の甲殻類骨格部に由来する、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項３】
　ＣａＣＯ３、キチンおよびＰｐの人工混合物に由来する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　処置が症状の緩和を含む、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項５】
　増殖性疾患が、肉腫、癌腫、リンパ腫および黒色腫から選択される、請求項１に記載の
医薬製剤。
【請求項６】
　癌腫が、乳癌または気管支原性肺癌である、請求項５に記載の医薬製剤。
【請求項７】
　処置が、腫瘍内の細胞増殖の鈍化または阻害を含む、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項８】
　疼痛が、術後痛、損傷後疼痛、癌関連の疼痛および神経障害性疼痛から選択される、請
求１に記載の医薬製剤。
【請求項９】
　神経障害が、脱髄性疾患、認知症および運動障害から選択される、請求項１に記載の医
薬製剤。
【請求項１０】
　疾患が、多発性硬化症、アルツハイマー病およびパーキンソン病から選択された変性疾
患である、請求項１に記載の医薬製剤。
【請求項１１】
　疾患が、骨髄障害、骨折および骨粗鬆症からなる骨障害を含む、請求項１に記載の医薬
製剤。
【請求項１２】
　請求項１に記載の医薬製剤を調製する、以下を含む方法：
　ｉ）非晶質または微晶質のＣａＣＯ３および有機物質（Ｏｍ）を含有する物質を与える
ことであって、Ｏｍ／ＣａＣＯ３の質量比が１／１０と３／１０との間にあり、前記Ｏｍ
はキチンおよびＰｐから本質的になり、Ｐｐ／キチンの質量比が１／１００と１／１０と
の間にある；ならびに
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　ｉｉ）前記混合物の含水量を、１００ｗｐのＣａＣＯ３あたり１０から３０ｗｐまでに
調整すること。
【請求項１３】
　以下を含む、請求項１２に記載の方法：
ｉ）ＣａＣＯ３、ならびにキチンおよびＰｐから本質的になるＯｍを含有する物質を与え
ることであって、Ｏｍ／ＣａＣＯ３の質量比が１／１０と３／１０との間にあり、Ｐｐ／
キチンの質量比が１／１００と１／１０との間にある；
　ｉｉ）混合物中の含水量を１００ｗｐのＣａＣＯ３あたり３０ｗｐまでに、任意に調整
すること；
　ｉｉｉ）混合物中の、ＣａＣＯ３以外の無機塩の含有量を１００ｗｐのＣａＣＯ３あた
り４０ｗｐまでに任意に調整すること；ならびに
　ｉｖ）混合物をホモジナイズして、微細分散物を得ること。
【請求項１４】
　以下をさらに含む、請求項１２に記載の方法：
　ｉ）ザリガニを選択し、胃石の形成を、モニタリングし、および任意に誘導すること；
　ｉｉ）生じた胃石を採集すること；
　ｉｉｉ）前記胃石を熱気中で乾燥して、保持されている水が、１００部のＣａＣＯ３あ
たり約２０部だけにすること；ならびに
　ｉｖ）前記乾燥した胃石を粉砕し、
ＣａＣＯ３および有機物質を含有する物質を与えること。
【請求項１５】
　以下を含む、請求項１２に記載の方法：
　ｉ）水酸化カルシウムを水中に分散させること；
　ｉｉ）任意に、リン酸ナトリウムおよび／またはリン酸カリウムを混合すること；
　ｉｉｉ）キチンおよびポリペプチドを添加しながら、該分散物を二酸化炭素で飽和させ
ること；
　ｉｖ）懸濁液を遠心分離すること；
　ｖ）上清の一部を廃棄すること；および
　ｖｉ）前記分散物のうち、沈殿物を含有する部分を乾燥し、保持されている水が、１０
０部のＣａＣＯ３あたり約２０部だけにし、
非晶質または微晶質のＣａＣＯ３を与えること。


	header
	written-amendment

